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The Medieval Russian Library （XII）




  The present author publishes 7 preaches of Kirill of Turov (1130 - some time after 1182): “A sermon 
on human soul and body”, “A sermon on white priest and being a monk”, “ Archimandrite Vasily’s 
epistle on Schema monk”, “A sermon on the Willow Sunday”, “A sermon on the New Sunday after 
the Easter”, “A sermon on the Descent of Christ from the cross”, “A sermon on the weakened”. 
Kirill of Turov was born of one of the rich and educated families of Turov, an ancient town of Kievan 
Rus’, now located in Belorus’. He was trained in the disciplines of Christianity, mastered languages, 
including Greek, and was later appointed Episcope of Turov. He was an excellent preacher called 
“Johannes Golden Mouth” of Kievan Rus’. His sermon were dynamic depiction of the essence of 
Eastern Christianity. The contemporary political situation involved him in the struggle for power 
against Andrei Bogoljubucky, an influential politician of the time. Kirill was on the side of Kievan 
and Turovian prince Yuri Yaroslavich and reproached Andrei for his political ambitions, including 
his attempt to deprive the patriarchate of Constantinople of the control over the religious 
community of Kievan Rus’, particularly the episcopate of Rostov.  
　人間の魂について、肉体についての講話   ３
　白僧と修道士たることについての講話   10
　スヒマ僧についての修道院長ワシーリイへの書簡   16
　柳の日曜日についての講話   18
　復活祭のあとの新しい日曜日の講話   21
　キリストの身体の十字架降下についての講話   24













































































































































































































1 『人間の魂と肉体についてのたとえ話』（『盲と跛についての物語』）Притча о человеческой душе и теле （Подготовка 
текста, перевода и комментарии В.В. Колесова） // Библиотека литературы Древней Руси. （Дальше БЛДР） 
Т. 4. С. 142-158, 604-607.  По изданию: И.П.Еремин. Литературное наследие Кирилла Туровского // ТОДРЛ, т. 
XII. М.-Л., 1956, с. 340-347.













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































19 Слово о бельцах и монашестве （Подготовка текста, перевод и комментарии Н.В. Понырко） // БЛДР Т. 4. 
С170-184, 612-614. По рукописи 16 в., РНБ, собр. Титова, №2074（522）, л. 304-320 ; И.П.Еремин. Литературное наследие 























































































































































































































































































































































































































































































































































71 Послание к игумену Василию о схиме （Подготовка текста, перевод и комментарииН.В. Понырко） // БЛДР. 











































































































































































85 Слово на вербное воскресение （Подготовка текста, перевод и комментарииН.В. Понырко） // БЛДР. Т.4. 
С. 184-190, 614-615. По рукописи 14 в., ГИМ, Чудовское собр. №20, л.178-181 ; Литературное наследие Кирилла 
Туровского // ТОДРЛ, т. XIII. М.-Л., 1957, С. 409-411.





































































































































































































































































ていたと考えられる。Желтов М.С., Рубан Ю.И. «Артос» // Правоспаявная энциклопедия.
103 Калайдович К. Памятники российской словесности XII века, изданные с объяснением, вариантами и образц- 
ами почерков. М., 1821. С.18-28 ; Творения святаго отца нашего Кирилла, епископа Туровского с предваритель- 
















































































































































































































































































127 Слово о снятии тела Христа с креста （Подготовка текста, перевод и комментарии В.В. Колесова） // БЛДР. 
Т.14. С.158-170, 612-614. По изданию: И.П.Еремин. Литературное наследие Кирилла Туровского // ТОДРЛ, т. XIII. 













































































































































































































































































































































































































































































































































156 Слово о расславленном （Подготовка текста, перевод и комментарии Н.В. Понырко） // БЛДР. Т. 4, С. 190-198, 
615-616. По рукописи 13 в., РНБ, собр. Толстого, F.n.I.39, л.16-23 ; И.П.Еремин. Литературное наследие Кирилла 

















































































































































































































































































34 三浦　清美 （2018 年 2 月）
とは思わないほうがよいですね。洗礼の恩寵を受けとっ
た私たちはみんな、父祖代々の穢れから清められ、私た
ちを朽ち果てさせる罪から治癒したのですから。主はこの
治癒した者にたいしてかくのごとく言ったかのようです。
　「見よ。私はおまえたちのなかにあるアダムの腫れ物
を治癒した。堕罪によって倒れた者を引き上げた。アダ
ムのためにすべての人類を覆った呪いを取り除けた。洗
礼によってあらゆる罪の穢れを洗い落とした。災いなる
偶像崇拝の道を行こうとする者を探して見つけ出し、悪
魔という強盗に傷つけられた傷口に包帯を当て、私の血
であるぶどう酒と油を傷口に注ぎかけた。一頭の家畜に
自らの身体を乗せ、宿屋へと、つまり、聖なる教会へと
連れていった。そして、宿屋の主人に2枚の銀貨をあた
えた。177聖職者たちに、心を込めて人々を教え導くよう
に、古い契約と新しい契約とをあたえたのだ。私が帰っ
てきたら、私が救った罪人たちに褒賞を与えようとも私
は約束した。見よ、おまえは健康になった。このうえは
罪を犯してはならない。というのは、理性のなかで罪を
犯した者には、ただ不幸だけがあるからだ。」
　この言葉の威力を肝に銘じてください。主は、洗礼の
あとにはもう罪を犯してはならないとおっしゃっている
のです。神によって新しくなった人間を再び堕罪に導く
ことはあってはならないからです。どんな者であっても
聖職を引き受けたからには、罪を犯してはなりません。
罪を犯す者に災いあれ。修道士であれ、司祭であれ、主
教自らにあっても、神を畏れぬ者に災いあれと私は言っ
ているのです。
　ところで、この人間には、信仰がありました。なぜなら、
治癒のあとに肉体の穢れには身をゆだねなかったからで
す。ユダヤ人のまえでイエスをあしざまに言うことなく、
イエスが彼を見出した教会にいました。そして、この
者は自分を治癒した者を認めてこう言いました。「主よ、
そなたは正しい方です。そなたの言葉は真実です。い
まから、そなたを畏れ、そなたの教えを守るすべての者
たちにたいして、心を分かち合うものとなるでしょう。」
そして、この者は行って諸国に「私を治したのはイエス
である」と告げ広めたのです。178
　兄弟たちよ、私たちはイエス・キリスト、私たちの神、
私たちを罪の病から治癒された方を讃えましょう。信仰
をもってこう言いながら、あの方のまえに倒れ伏しま
しょう。「私たちのかつての無法を覚えないでください。
いま現在の罪を清めてください。天の者たち、地の者た
ち、あなたはすべての者たちの神です。人間の造り主よ、
天使たちの造り手よ、ケルビムたちの造形者よ、セラ 
フィムたちの飾り手よ、全世界の王よ、大天使たちの主
人よ。あなたに望みをかけ、あなたのために救われた私
たちをお憐れみください。父と聖霊とともにあなたを讃
えます。いまも永遠にとこしなえに。」
177 ここでキリルは、福音書の慈悲深いサマリヤ人の喩え話を用いてイエス・キリストの受肉による救済の神慮について比
喩的に語っている。『ルカによる福音書』10章30-35節。
178 『ヨハネによる福音書』5章15節。
